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HPCI （革新的ハイパフォーマンス・

コンピューティング・インフラ）

「京」と国内11機関のスパコンを、高速ネット

ワークでつなぎ、ユーザー窓口を一元化して、

利便性の高い利用環境を構築。

我が国の計算科学技術インフラ

「京」は、｢特定先端大型研究施設の共用の

促進に関する法律｣に基づき、研究基盤施設

として、幅広い利用者等の利用に供している。
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利用の
応募

公正な課題選
定、情報提供、
研究相談、技
術指導等

実施計画・業務規程の認可
連携理化学研究所

（設置者・実施主体）
[計算科学研究機構（神戸）]

登録施設利用促進機関
（登録機関）

[高度情報科学技術研究機構]
（法定業務）
○利用者選定業務
○利用支援業務
（情報の提供、相談等の援助 等）

実施計画の認可

国（文部科学省）：特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律に基づく
共用の促進に関する基本的な方針の策定

（法定業務）
○「京」の開発
○施設の建設・維持管理
○超高速電子計算機の供用

計算資源提供機関やユーザーコミュニティ機関等

提言

理研、登録機関、コンソーシアム
三位一体の連携により

広範な分野での活用を促進

ＨＰＣＩコンソーシアム

ＨＰＣＩの整備・運用や、
計算科学技術振興に関わる意見を

幅広く集約し提言

「京」【共用施設】

利用者（大学、独立行政法人、産業界等、基礎研究から産業利用まで幅広い利用）
戦略機関（社会が期待する画期的な成果創出のため、「京」を中核とするHPCIの重点的・戦略的な利用）

利用者のニーズ

戦略機関について
は、優先的に利用
枠を確保

23年10月に選定
24年4月から業務開始

提言
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（参考） スーパーコンピュータ「京」の共用の枠組み



＜シミュレーションとは＞

・ 自然現象や社会現象について、理論から得られる

数式を数値モデル化し、コンピュータ上で数値計算を

行い、模擬的に実験を行うこと。

・ 理論、実験と並ぶ第３の科学的手法である。

＜シミュレーションにより実現できる「限界の突破」＞

①実験・観測上の限界を突破する

物理的に実験・観測困難なもの

実際の実験にリスクが伴うもの

実験・観測にコストがかかりすぎるもの

例）

・顕微鏡で見ることのできない分子・原子レベルの材料解析

・超新星爆発の様子の再現

・地震・津波の被害予測

理論

シミュレーション

理論の検証

実験結果の予測

理論の

検証
数値モデル化

新たな実験

の提案

シミュレーション

実行条件の設定

実験

for (j=0; j<n; j++)

for (i=0; i<n; i++) {

y[j] += A[j][i] * x[i]

・・・
©RIKEN

計算機シミュレーションの意義

②コストと精度・信頼性の限界を突破する

実験回数・開発期間・開発コストを削減

より精密な結果を得る

例）

・自動車の衝突シミュレーション

・心臓手術をコンピュータ上で再現し、術後の

状態を予測
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 ｢超スマート社会｣において、シミュレーションとビックデータは社会的・科学的課題解決の鍵

 スーパーコンピュータを含む情報科学技術は、そのために欠かせない社会基盤技術

スーパーコンピュータが果たす役割

ビッグデータは“宝の山”

果たす役割は益々増大

位置情報

センサデータ

・・・・・

・・・・・

遺伝情報

医療・創薬

ビジネス

マイナンバー

マーケティング

消費者情報

衛星情報

世
界
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
量
は
急
増

（
２
０
２
０
年
に
２
０
１
０
年
の
約
40
倍
）

• 我が国の世界最高水準のコンピューティング技術の継承・発展

• それを支える人材の継続的な育成・確保 自主開発が必須
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